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〒901-0231  沖縄県豊見城市字我那覇506番地
TEL.098-850-2233(代) FAX.098-850-3506

E-mail:n-auto52@water.ocn.ne.jp

自動車の事ならなんでも、 軽自動車から大型車両まで…
車検・鈑金塗装のトータルサポート。

新車・中古車販売！全メーカー取り扱い　ローン・リースOK！

㈲仲村自動車整備工場
民 間 車 検 場  　 沖 指 第 5 2 号  認 証 8 4 9
車検･一般整備･板金塗装･任意保険･新車･中古車販売/現金･オートローン･リース

http://www.nakamurajidousya.com

車のことなら私たちにおまかせください！
私たちはお客様の安心・安全なカーライフのために、車に関するあらゆるご相談にお応えします。
これからも信頼されるカーアドバイザーであるよう、技術力とサービスの向上を目指してまいります。
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３月定例会

6月定例会６月9日開会
会期日程は、決定次第ホームページに掲載します。
詳しくは、議会事務局（TEL. O98-850-0025）
までお問い合わせください。



● 予算案　　　　1 ４件
● 条例案　　　　１３件
● その他議案　　　６件
● 報告　　　　　　３件
● 意見書案　　　　１件
● 決議案　　　　　１件
● 請願　　　　　　１件
● 陳情　　　　　　１件

　令和２年３月定例会は、３月２日（月）～３月30日（月）までの29日間

の会期で開催されました。議案等を審議し、議決しましたので、その一部を

紹介します。他の議案等の審議結果については、豊見城市議会ホームページ

よりご覧ください。
審議結果

豊見城市議会 検索

3 月 定例会の審議結果

　本予算案は、付託された総務財政常任委員会において、会議規則第94条の規定により修正案が提出され、

修正案が可決、また修正案を除く部分については、原案可決されました。

　本会議において委員長から審査の経過と結果について報告され、本会議においても本修正案が可決、修

正案を除く部分については、原案可決されました。

○主な新規事業一覧　（※新型コロナウイルスの影響による事業の中止・縮小等の可能性があります。）

歳入・歳出
270億4,404万円

　・モータープール整備工事設計委託事業
　・職員駐車場整備工事事業
　・市有施設整備基金事業
　・第４次LGWANサーバ機器更新業務委託事業
　・防災情報通信設備システム管理地図更新業務委託事業
　・防災情報通信設備工事事業
　・国勢調査事業
　・障害者計画及び障害福祉計画策定事業
　・高齢者保健福祉計画策定事業
　・地域包括支援センター運営事業
　・こども未来基金啓発事業
　・児童福祉施設長寿命化計画策定事業
　・こども未来応援事業
　・放課後児童クラブ建設事業
　・こども未来市民会議事業
　・ひとり親家庭等放課後児童クラブ利用助成事業
　・保育施設長寿命化計画策定事業
　・保育所等施設整備事業
　・被保護者健康管理支援事業

予算案（当初予算）

修正可決

原案可決

議案第１号
令和２年度豊見城市一般会計予算

議案第2～5号
令和２年度豊見城市特別会計予算

　・健康管理システム導入事業
　・子育て世代包括支援センター運営事業
　・子育て世代包括支援センター開設準備事業
　・産後ケア事業
　・産婦健診事業
　・学校給食用野菜栽培実証事業
　・与根漁港複合施設整備事業
　・ツーリズムEXPOジャパン関連事業
　・字豊見城地区街並み環境整備事業
　・住宅リフォーム支援事業
　・個人防火装備更新整備事業
　・資機材搬送車代替整備事業
　・学校給食費保護者支援事業
　・教育支援体制整備事業
　・小・中学校設置AED更新事業
　・長嶺小学校床修繕工事
　・長嶺こども園床改修工事
　・デジタル博物館事業

会　計　項　目 令和２年度 平成31年度 対前年度増減率
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 68億3,884万円 70億8,784万9千円 △3.5%
後期高齢者医療特別会計 4億9,174万3千円 4億5,044万円 9.2%
公 営 墓 地 事 業 特 別 会 計 1億3,063万9千円 3,033万2千円 330.7%
育 英 会 特 別 会 計 799万7千円 1,009万9千円 △20.8%
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　本予算案は、付託された総務財政常任委員会において、会議規則第94条の規定により修正案が提出され、

修正案が可決、また修正案を除く部分については、原案可決されました。

　本会議において委員長から審査の経過と結果について報告され、本会議においても本修正案が可決、修

正案を除く部分については、原案可決されました。

　その後、地方自治法第176条第1項の規定（一般的拒否権）により、再議に付され、再度、採決（特別

多数議決）が行われた結果、さきの議決のとおり（修正案可決のまま）となりました。

再議とは・・・議会が行った議決について、長が議会にやり直しを求めること。

　自治法に基づく再議には、長が任意に拒否権（一般的拒否権）を行使し、やり直し

を求める再議と、法定事由がある場合に長が義務的に拒否権（特別的拒否権）を行使

しやり直しを求める二つの再議があります。

特別多数議決とは・・・地方公共団体の議会の議事は、出席議員の過半数で決するのが原則ですが、

法律に特別の定めがある場合は、特別多数議決となります。

　予算に関する再議は、出席議員の３分の２以上の同意が必要となり、議長にも表決

権があります。

　組織機構改革に伴う部の新設や統合の改正案は、否決となりました。

　本条例案は、行政需要の増大に伴い、本市に勤務する一般職の職員の定数を増やす提案となっておりま
すが、付託された総務財政常任委員会において、会議規則第94条の規定により修正案が提出され、修正
案が可決、また修正案を除く部分については原案可決されました。
　本会議において委員長から審査の経過と結果について報告され、本会議においても本修正案が可決、修
正案を除く部分については、原案可決されました。（市長部局、教育委員会、消防、他局含めて、合計58
人の定数を増やすという提案（改正案）から、32人を削り、26人の定数増となる修正案となっています。）

　市有施設等の整備資金を確保しその費用を将来世代に過大に負担させないことを目的に、地方自治法第
241条第１項の規定に基づき、本条例の制定が必要であったため、条例制定案を可決しました。　

　与根体育施設設置地において、与根西部土地区画整理組合により土地区画整理法第98条の規定による
仮換地指定がなされたことに伴う、条例の廃止案は否決となりました。

予算案（補正予算）

条 例 案

修正可決

否　　決

修正可決

原案可決

否　　決

議案第８号
令和元年度豊見城市一般会計補正予算（第５号）

議案第14号
豊見城市部設置条例等の一部改正について

議案第15号
豊見城市職員定数条例の一部改正について

議案第18号
豊見城市市有施設等整備基金条例の制定について

議案第26号
豊見城市立与根体育施設の設置及び管理に
関する条例の廃止について
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　金城　正光氏を人権擁護委員候補者として推薦することを適任としました。

　伴　清敬氏を固定資産評価審査委員会委員に選任することについて同意しました。

　宮城　伸子氏を教育委員会委員に任命することについて同意しました。

本土と沖縄の医療格差の是正を求める意見書

　心臓移植は指定病院のある本土での入院・療養を必要とし、患者や家族の生活を大きく圧迫し深刻です。
　沖縄でも生活習慣病の増加の中で心臓血管医療技術の進化と移植法の改正等に伴い、移植手術の成功実績は増加し
ています。
　ドナーからレシピエントに引き継がれた命を大切に安心して暮らせる社会をつくるために、今こそ制度的な公的支
援制度の創設と保障の実現が必要です。
　よって、豊見城市議会は下記のことを強く要請します。

記
１．心臓移植を受ける沖縄県民の患者と付添人の本土での宿泊費の予算確保と支援制度の創設を求めます。 

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　令和２年３月30日　　

沖縄県豊見城市議会
あて先
　沖縄県知事

人 事 案

意見書案

請願・陳情

適　　任

原案可決

採　　択

不　採　択

同　　意

同　　意

諮問第１号
人権擁護委員候補者の推薦について

意見書案第１号
本土と沖縄の医療格差の是正を求める意見書

請願第１号
本土と沖縄の医療格差の是正を求める
意見書の採択を求める請願書
陳情第１号
公営住宅の入居に保証人を不要とする
条例改正等を求める陳情書

同意案第１号
固定資産評価審査委員会委員の選任について

同意案第２号
教育委員会委員の任命について

議案に対する議員の賛否の状況
※「〇」：賛成「×」：反対「欠」：欠席「除」：除斥「退」：退場の意思表明をした上で退場「―」：議場に不在「議」：議長
※�議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権）はなく、可否同数の場合に決定する権利（裁決権）
があります。特別多数議決で法定されたものは議長にも表決権があります。

議案 件　　名 議決結果
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光
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議 案
第１号

令和２年度豊見城市一般会計
予算

修正可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × ×
修正部分を除く原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第８号

令和元年度豊見城市一般会計
補正予算（第５号）

修正可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × ×
修正部分を除く原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（再議）
令和元年度豊見城市一般会計
補正予算（第５号）
※特別多数議決

さきの議決のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 × × × × × × ×

議 案
第14号

豊見城市部設置条例等の一部
改正について 否　　決 × × × × × × × × × × × × × 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第15号

豊見城市職員定数条例の一部
改正について

修正可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × ×
修正部分を除く原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第26号

豊見城市立与根体育施設の設置及び
管理に関する条例の廃止について 否　　決 × × × × × × × × × × × × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳 情
第１号

公営住宅の入居に保証人を不要と
する条例改正等を求める陳情書 不　採　択 × × × × × × × × × × × × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

決議案
第１号

山川市政運営による度重なる議会
軽視に関する抗議決議について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × ×
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　去る令和２年３月23日の本会議にて修正可決された令和元年度豊見城市一般会計補正予算（第５号）に対し、山川
市長は再議を求めた。これは議会の意思（議決）を拒否する地方自治法に基づいた長の拒否権の行使である。
　再議の根拠として、地方自治法第176条第１項を掲げ一般的拒否権を求めているにもかかわらず、理由としては（法
第97条第２項但し書き）長の予算の提出の権限を侵すことはできないとする法の主旨から大きく逸脱するおそれ、議
会の議決の権限の乱用、長の予算編成権への行き過ぎた介入など、議会が越権や違法な議決を行ったと思われかねな
いと異議を唱えている。これらの異議であれば地方自治法第176条第４項の特別的拒否権を求めるべきである。
　よって議会は議案（再議）提出のあり方に対し疑義を唱え再考を促したが、副市長は法解釈の違いと述べ、議案（再
議）提出のあり方を再考する事を拒否し、一般的拒否権での議決を要求した。しかしながら議会は出席議員の３分の
２以上の同意を持って再議を非（否）とし、修正案を是とした。
　この議案（再議）提出は、議会や議会ルールを軽視した行為であり、議会の権威を傷つけ到底許されるものではない。
　また、これまで議案提出後の議案差し替え、一般質問後による答弁訂正、市民の代表である議会より先に新聞報道
にて市政運営や計画等の発表など、議会運営上においても議会や議員を混乱させ、山川市長の議会に対する執行体制
に強い疑問を抱かざるを得ない。
　よって豊見城市議会は、二元代表制を担う立場から、今回の再議に対し厳重に抗議するとともに、下記の事項が速
やかに措置されるよう強く要請する。

記
１　 長は（以下、長とは市長並びに執行部をいう）議会との対応にあたり、双方のくい違いが生じた際は強行するこ

となく議会運営委員会で調整を図り、円滑な議会運営に配慮すること。
２　長と議会との関係で言われる調整とは、議長のみならず、委員長、委員長が指名する者と理解すること。
３　 長は議会並びに議員が市民の代表であることに十分に配慮し、議会との信頼関係改善に努め、これまで以上にき

め細かい説明責任を果たすこと。
　以上、決議する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和２年３月30日
　豊見城市議会　

抗議決議　あて先　　豊見城市長

決 議 案

議案等（全会一致を除く）に対する議員の賛否一覧【令和２年３月定例会】

原案可決

決議案第１号
山川市政運営による度重なる議会軽視に関する抗議決議について

議案に対する議員の賛否の状況
※「〇」：賛成「×」：反対「欠」：欠席「除」：除斥「退」：退場の意思表明をした上で退場「―」：議場に不在「議」：議長
※�議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権）はなく、可否同数の場合に決定する権利（裁決権）
があります。特別多数議決で法定されたものは議長にも表決権があります。

議案 件　　名 議決結果
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恒
雄

真
栄
里
　
保

瀬
長
　
　
宏

要
　
　
正
悟

伊
敷
　
光
寿

議 案
第１号

令和２年度豊見城市一般会計
予算

修正可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × ×
修正部分を除く原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第８号

令和元年度豊見城市一般会計
補正予算（第５号）

修正可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × ×
修正部分を除く原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（再議）
令和元年度豊見城市一般会計
補正予算（第５号）
※特別多数議決

さきの議決のとおり 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 × × × × × × ×

議 案
第14号

豊見城市部設置条例等の一部
改正について 否　　決 × × × × × × × × × × × × × 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第15号

豊見城市職員定数条例の一部
改正について

修正可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × ×
修正部分を除く原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第26号

豊見城市立与根体育施設の設置及び
管理に関する条例の廃止について 否　　決 × × × × × × × × × × × × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳 情
第１号

公営住宅の入居に保証人を不要と
する条例改正等を求める陳情書 不　採　択 × × × × × × × × × × × × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇

決議案
第１号

山川市政運営による度重なる議会
軽視に関する抗議決議について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × ×
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頁 質問議員 質　問　事　項

7

波
なみ
平
ひら
邦
くに
孝
たか

（Z
ゼ ロ

ERO）

・保育行政について　
・農業振興について　
・教育行政について　
・市長の公約について

要
かなめ
正
しょう
悟
ご

（真新会）

・ふるさと納税について　
・新型コロナウイルスについて　
・太陽光発電設備について
・職員の人事について　

他２件

8

仲
なか
田
だ
政
まさ
美
み

（公明党）

・新型コロナウイルス感染症対策等について
・骨髄ドナー助成について
・子育て支援について
・教育行政について

他６件

川
かわ
満
みつ
玄
げん
治
じ

（保和会）

・県道７号線平良大橋下の有効利用について
・豊見城市の財政について
・市長の公約について
・長嶺城址総合公園について

他１件

9

儀
ぎ
間
ま
盛
せい
昭
しょう

（日本共産党）

・教育振興について
・市民生活について
・産業振興について
・排水路管理について

瀬
せ
長
なが
恒
つね
雄
お

（日本共産党）

・こども未来基金事業について
・スポーツコンベンションの推進について
・後期高齢者医療制度について
・公契約条例について

10

宜
ぎ
保
ぼ
龍
りゅう
平
へい

（Z
ゼ ロ

ERO）

・教育行政について
・市長の公約について
・職員の人事について
・保育行政について

他１件

赤
あか
嶺
みね
吉
よし
信
のぶ

（保和会）

・環境保全について
・市道257号線について
・渡嘉敷地内の廃タイヤ処理について
・ビニールハウスの補助について

11

宜
ぎ
保
ぼ
安
やす
孝
たか

（保和会）

・お仕事体験事業について
・下水道整備について
・観光振興について
・自衛隊との連携について

他２件

外
ほか
間
ま
剛
つよし

（保和会）

・令和２年度施政方針について
・指名停止措置について
・翁長住宅地造成工事について

12
大
おお
田
た
正
まさ
樹
き

（保和会）

・ 与根区画整理事業全般並びに与根体育施設の売
却全般について
・保育行政（受け皿）について
・議会からの指摘や過去の質問等について

頁 質問議員 質　問　事　項

12
徳
とく
元
もと
次
つぐ
人
と

（保和会）

・スポーツ振興について
・観光振興について
・こども未来基金について

13

新
あら
垣
かき
亜
あ
矢
や
子
こ

（保和会）

・市政運営について
・消防行政について
・庁舎について

真
ま
栄
え
里
さと
保
たもつ

（日本共産党）

・ジェンダー平等の社会づくりについて
・市職員の働き方改革について
・長嶺城址総合公園整備について
・障がい者支援について

他２件

14

楚
そ
南
なん
留
る
美
み

（Z
ゼ ロ

ERO）

・安心・安全なまちづくりについて
・これまでの質問に対する進捗状況について
・国民健康保険税について
・教育行政について

新
あら
垣
かき
龍
りゅう
治
じ

（日本共産党）

・保育行政について
・子育て支援について
・教育行政について
・介護行政について

他２件

15

大
おお
田
た
善
よし
裕
ひろ

（Z
ゼ ロ

ERO）

・障がい者福祉について
・損害賠償請求事件について
・税制について
・学校行政について

瀬
せ
長
なが
宏
ひろし

（日本共産党）

・窓口業務外部委託について
・学校給食調理の委託について
・次年度の予算編成について
・関係団体への市職員派遣について

他１件

16

伊
い
敷
しき
光
ま
寿
こと

（真新会）

・働く環境について
・学校現場について
・会計年度任用職員について
・各地域の課題について

比
ひ
嘉
が
彰
あきら

（保和会）

・市政運営について
・生活環境整備について
・農業行政について
・道路行政について

他１件

17
新
あら
垣
かき
繁
しげ
人
と

（Z
ゼ ロ

ERO）
・国民健康保険税について
・市政運営について

※QRコードにスマートフォンをかざすとインターネット中継が閲覧できます。
※ 一般質問とは、議員が市の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対
する方針を聞き、疑問点について市長の見解を求めるもの。
　本市議会の質問時間は、答弁時間を含み１人42分以内です。

※�令和２年２月～３月は、福祉健康部長が市民部長を兼務しているため、「福祉健康部長兼市民部長」が正しい職名ですが、読みやすさを考慮し、
「福祉健康部長」又は「市民部長」で表記しています。
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保
育
行
政
に
つ
い
て

質
問
園
長
会
で
の
議
論
も
含
め

ほ
と
ん
ど
の
園
が
保
育
体
制
強
化

事
業
の
復
活
を
要
望
し
て
い
る
。

今
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
れ
て
い

な
い
が
、
事
業
復
活
に
向
け
た
本

気
度
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
そ
の
他
の
事
業

も
含
め
、
随
時
そ
の
状
況
に
合
わ

せ
な
が
ら
事
業
効
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問
保
育
体
制
強
化
事
業
の
復

活
を
市
長
が
本
気
で
考
え
て
い
る

な
ら
補
正
予
算
で
の
対
応
も
で
き

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
各
事
業
に
お
い
て
も
所
管

課
と
し
っ
か
り
調
整
を
し
た
上
で

ニ
ー
ズ
や
そ
の
効
果
が
確
認
で
き

れ
ば
、
議
員
が
提
案
す
る
積
極
的

な
取
り
組
み
も
進
ん
で
い
く
も
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
市
長
の
掲
げ
る
公
約
、
待

機
児
童
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
改
め
て
市
長
の
決
意
を
伺
う
。

市
長
各
課
と
し
っ
か
り
調
整
を

し
た
上
で
、
園
の
ニ
ー
ズ
も
捉
え

な
が
ら
調
整
し
て
い
き
た
い
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

質
問
農
業
用
ハ
ウ
ス
強
靭
化
緊

急
対
策
事
業
の
申
請
が
な
か
っ
た

理
由
と
し
て
、
担
当
課
と
し
て
ど

う
把
握
し
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

質
問
本
市
の
現
状
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
令
和
２
年
１
月

末
現
在
、
寄
附
件
数
２
万
９
千
334

件
、寄
附
額
５
億
１
千
714
万
305
円
、

内
訳
は
通
常
寄
附
件
数
６
千
861
件
、

寄
付
額
３
億
６
千
620
万
６
千
505
円
、

首
里
城
再
建
の
た
め
の
寄
附
件
数

２
万
２
千
473
件
、
寄
付
額
１
億
５

千
93
万
３
千
800
円
で
す
。

質
問
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
正
式
に
は
地
方

創
生
応
援
税
制
で
、
地
方
公
共
団

体
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
国
が

認
定
し
た
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
し
、
当
該
地
方
公
共
団
体

以
外
に
住
所
を
有
す
る
企
業
が
寄

附
を
行
っ
た
場
合
、
当
該
企
業
の

法
人
関
係
税
か
ら
税
控
除
す
る
仕

組
み
で
す
。
国
は
令
和
２
年
度
税

制
改
正
に
お
い
て
も
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
が
企
業
及
び
地
方
公

共
団
体
に
と
っ
て
も
よ
り
使
い
や

す
い
仕
組
み
と
な
る
よ
う
、
所
要

の
税
制
改
正
が
盛
り
込
ま
れ
、
そ

の
う
ち
税
額
控
除
に
つ
い
て
は
令

和
２
年
度
よ
り
税
額
控
除
の
割
合

を
こ
れ
ま
で
の
６
割
か
ら
約
９
割

に
拡
充
し
、
税
の
軽
減
効
果
が
高

め
ら
れ
る
見
直
し
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
国
に
対
し
、「
豊
見
城

市
ワ
ク
ド
キ
こ
ど
も
未
来
プ
ロ

経
済
建
設
部
長
補
助
率
や
農
家

が
望
ん
で
い
る
事
業
内
容
で
は
な

い
と
把
握
し
て
い
ま
す
。
農
家
の

要
望
と
し
て
は
、
補
強
で
は
な
く

修
繕
の
補
助
事
業
を
望
ん
で
い
る

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

質
問
農
業
者
と
意
見
交
換
を
行

い
、
販
売
促
進
支
援
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
考
え
は
な
い
か
を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
今
後
、
意
見
交

換
や
販
売
促
進
支
援
の
更
な
る
強

化
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

意
見
交
換
等
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

質
問
本
市
で
は
2
回
ま
で
の
派

遣
費
助
成
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り

ま
す
が
、
3
回
目
の
派
遣
費
助
成

は
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
を
伺
う
。

教
育
部
長
現
在
、
原
則
2
回
と

い
う
こ
と
で
、
今
後
子
供
達
の
頑

張
り
に
よ
っ
て
全
国
大
会
に
複

数
回
行
く
よ
う
な
子
た
ち
が
た
く

さ
ん
出
て
く
る
可
能
性
も
あ
る
の

で
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
長
の
公
約
に
つ
い
て

質
問
新
財
源
確
保
を
謳
っ
て
い

る
が
、
11
市
の
中
で
本
市
の
将
来

負
担
比
率
の
順
位
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
11
市
の
中
で
11

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
た
地
域
再
生

計
画
の
申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
長
本
市
は
全
国
市
区
で
年
少

人
口
の
割
合
が
一
番
高
い
と
い
う

特
性
を
生
か
し
、
積
極
的
に
市
の

施
策
に
賛
同
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

市
長
と
し
て
企
業
へ
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
な
ど
啓
発
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
、
子
ど
も
達
の
た
め
に

し
っ
か
り
と
事
業
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

質
問
本
市
の
感
染
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
１
月
29
日
よ
り

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
感
染
予
防
策

の
関
連
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
、

市
民
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
２
月

21
日
に
は
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

表
し
、
２
月
28
日
に
は
豊
見
城
市

対
策
基
本
方
針
を
策
定
公
表
し
て

お
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

随
時
更
新
、
広
報
と
み
ぐ
す
く
３

月
号
へ
の
記
事
掲
載
や
防
災
無
線

で
の
情
報
提
供
、
感
染
予
防
の
周

知
徹
底
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

県
と
情
報
共
有
を
図
り
連
携
し
た

対
応
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

・
豊
崎
中
学
校
建
設
に
つ
い
て

・
幼
児
教
育
保
育
に
つ
い
て

Z
ゼ ロ

ERO

波平　邦孝

真新会

要　正悟

市長、待機児童の解消、保育士の
処遇改善は本気で取り組んで！

「豊見城市ワクドキこども未来プ
ロジェクト」で魅力あるまちへ！

一 般 質 問
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質
問
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

へ
の
感
染
防
止
対
策
を
伺
う
。

教
育
部
長
子
ど
も
た
ち
に
石
鹸

で
の
手
洗
い
の
徹
底
、
マ
ス
ク
着

用
、
マ
ス
ク
が
な
い
場
合
の
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
の
実
践
を
指
導
し
、
あ

わ
せ
て
定
期
的
な
室
内
の
換
気
、

3
月
よ
り
毎
朝
の
検
温
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
が
家
庭
で
行
え
る
よ
う

に
健
康
観
察
シ
ー
ト
を
全
児
童
生

徒
に
配
布
し
、
家
庭
で
の
健
康
管

理
を
意
識
づ
け
て
い
る
。
市
内
小

中
学
校
で
児
童
生
徒
が
、
風
邪
の

症
状
や
発
熱
が
あ
る
場
合
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
確

認
さ
れ
て
い
な
く
て
も
出
席
停
止

扱
い
と
し
て
、
無
理
せ
ず
に
自
宅

で
休
養
で
き
る
よ
う
な
措
置
も

と
っ
て
い
る
。

質
問
公
共
施
設
へ
の
感
染
対
策

に
マ
ス
ク
、消
毒
液
等
の
備
蓄
は
。

総
務
企
画
部
長
消
毒
液
等
の
状

況
は
、
庁
舎
50
ℓ
、
中
央
公
民
館

で
20
ℓ
、
図
書
館
、
各
学
校
は
切

ら
さ
な
い
よ
う
常
時
確
保
。
マ
ス

ク
は
入
手
困
難
で
あ
る
の
で
、
職

員
個
人
で
確
保
対
策
し
て
い
る
。

質
問
災
害
時
の
避
難
所
で
は
、

感
染
症
対
策
が
重
要
。
避
難
所
へ

「
マ
ス
ク
、消
毒
液
」
の
備
蓄
は
。

総
務
企
画
部
長
防
疫
の
観
点
で

マ
ス
ク
や
消
毒
薬
を
早
期
に
整
備

す
る
。

質
問
骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
に
つ
い

県
道
７
号
線
平
良
大
橋
下
の

　
　
有
効
利
用
に
つ
い
て

質
問
駐
車
場
等
に
有
効
利
用
で

き
な
い
か
、
市
の
対
応
を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
駐
車
場
と
し
て

の
利
用
は
厳
し
い
と
考
え
る
。

質
問
こ
ど
も
の
遊
び
場
等
の
有

効
利
用
は
出
来
な
い
か
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
国
道
事
務
所
に

確
認
す
る
と
、
構
造
に
適
し
て
い

れ
ば
可
能
と
の
回
答
で
し
た
。

豊
見
城
市
の
財
政
に
つ
い
て

質
問
一
般
財
源
と
経
常
経
費
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
一
般
財
源
に
つ

い
て
は
、
増
収
を
期
待
す
る
こ
と

が
出
来
る
も
の
の
、
市
税
増
収
に

伴
い
、
交
付
税
は
減
少
が
予
想
さ

れ
る
為
、歳
入
確
保
が
課
題
で
す
。

経
常
経
費
の
大
部
分
を
占
め
る
義

務
的
経
費
は
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
導
入
に
伴
い
、
人
件
費
が
大

幅
に
増
え
て
い
る
、
扶
助
費
は
近

年
で
一
番
伸
び
率
の
大
き
い
経
費

と
な
っ
て
い
て
、
今
後
も
増
加
し

て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
新
型
コ
ロ
ナ
で
経
済
に
与

え
る
打
撃
は
凄
ま
じ
い
と
思
う
が

人
件
費
等
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と

も
含
め
て
財
政
は
厳
し
い
か
伺
う
。

副
市
長
非
常
に
厳
し
い
と
思

う
。

て
平
成
30
年
9
月
議
会
で
質
問
。

沖
縄
県
は
令
和
2
年
度
よ
り
骨
髄

ド
ナ
ー
助
成
す
る
市
町
村
を
対
象

に
補
助
を
行
う
よ
う
で
、
本
市
と

し
て
助
成
を
実
施
す
る
考
え
は
。

福
祉
健
康
部
長
沖
縄
県
の
要
綱

を
確
認
の
上
、
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

質
問
待
機
児
童
解
消
対
策
に
保

育
所
の
分
園
、認
可
化
の
整
備
は
。

福
祉
健
康
部
長
豊
見
城
中
学
校

区
を
柱
に
本
園
90
名
分
園
30
名
の

整
備
が
検
討
さ
れ
る
。

質
問
政
府
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
で
令
和
４
年
度
ま
で
に
、

児
童
生
徒
１
人
１
台
の
学
習
用
端

末
を
整
備
す
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
機
会
に
読
み
書
き
が
困
難
な
児

童
生
徒
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
、
読
み
方
が
可
能
で
教
科
書
へ

の
理
解
や
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ

と
が
期
待
で
き
る
デ
イ
ジ
ー
教
科

書
の
導
入
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
１
人
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
学
び
支
援
に
デ
イ

ジ
ー
教
科
書
の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

質
問
中
央
図
書
館
に
デ
イ
ジ
ー

図
書
、
パ
ソ
コ
ン
等
の
整
備
は
。

教
育
部
長
早
い
時
期
に
整
備
で

き
な
い
か
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
豊
崎
中
学
校
建
設
の
進
捗
状
況

・
お
な
が
橋
開
通
の
進
捗
状
況

中
央
公
民
館
・
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
複
合
施
設
移
転
に
つ
い
て

質
問
旧
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ
Ａ

お
き
な
わ
豊
見
城
支
店
敷
地
を
活

用
す
る
と
の
こ
と
で
よ
い
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
そ
の
事
も
含
め

た
全
体
的
な
も
の
で
す
。

質
問
市
の
中
心
に
大
ホ
ー
ル
等

を
含
む
機
能
を
包
括
さ
せ
た
う

え
、
相
当
数
の
駐
車
場
が
必
要
と

な
り
、現
実
的
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

街
の
顔
拠
点
づ
く
り
計
画
に
お
い

て
、
商
業
中
心
の
施
設
を
民
間
で

事
業
用
施
設
と
し
て
整
備
す
る
等

財
源
を
生
み
出
す
場
所
と
し
て
計

画
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
市

街
化
調
整
区
域
で
出
来
る
中
央
公

民
館
を
あ
え
て
近
隣
商
業
区
域
で

の
検
討
は
理
解
し
難
い
為
、
他
の

場
所
で
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
協
議
調
整
行
い

調
査
研
究
し
ま
す
。

公明党

仲田　政美

保和会

川満　玄治

新型コロナの脅威から「子どもた
ちの命を守る」対策を万全に !!

豊見城市の財政は新型コロナの
影響を受け、税収は凄まじく減収！

一 般 質 問

平良大橋下の有効利用、市民の声を聞かせて下さい。
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質
問
豊
崎
中
学
校
建
設
に
つ
い

て
、
建
設
促
進
を
求
め
る
声
が
多

い
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
建
設
に
つ

い
て
開
校
ま
で
の
工
程
を
伺
う
。

教
育
部
長
開
校
予
定
日
や
開
校

ま
で
の
整
備
工
程
に
つ
い
て
現
段

階
で
示
せ
な
い
、
で
き
る
限
り
早

い
時
期
に
開
校
で
き
る
よ
う
に
取

り
組
み
た
い
。

質
問
必
要
な
教
育
施
設
で
あ
る

プ
ー
ル
は
、
開
校
時
か
ら
設
置
す

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
伺
う
。

教
育
部
長
開
校
時
に
は
プ
ー

ル
、
武
道
場
等
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問
新
た
に
配
置
す
る
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い

て
、
学
校
用
務
員
の
役
割
を
担
え

る
の
か
伺
う
。

教
育
部
長
一
部
業
務
は
用
務
員

業
務
と
重
な
る
が
、
施
設
の
維
持

管
理
や
環
境
整
備
業
務
は
、
巡
回

配
置
２
名
の
営
繕
員
が
担
当
。

市
内
に
お
墓
を
持
ち
た
い

質
問
公
営
墓
地
整
備
計
画
は
、

新
年
度
本
格
的
に
動
き
出
す
。
早

く
墓
地
が
ほ
し
い
、
い
つ
墓
地
が

買
え
る
か
と
の
声
が
あ
る
。
墓
地

事
業
の
中
身
、
個
人
に
売
却
で
き

る
墓
地
事
業
か
伺
う
。

市
民
部
長
墓
地
区
画
と
し
て

は
、
芝
生
型
墓
地
、
納
骨
堂
の
中

に
移
動
棚
式
の
納
骨
段
と
合
葬
室

こ
ど
も
未
来
基
金
に
つ
い
て

質
問
こ
ど
も
未
来
基
金
事
業
の

目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
親
と
子
が
健
や

か
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
切
れ

目
の
な
い
子
育
て
支
援
施
策
を
推

進
す
る
た
め
、
特
定
目
的
基
金
、

豊
見
城
市
こ
ど
も
未
来
基
金
を
創

設
し
、
地
域
社
会
全
体
で
子
育
て

環
境
の
充
実
を
図
る
。

質
問
こ
ど
も
未
来
基
金
の
財
源

は
市
税
の
一
部
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
一
部
及
び
寄
附
金
で
す
が
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
財
源
と

言
え
る
の
か
伺
う
。

副
市
長
市
税
は
市
が
自
主
的
、

主
体
的
に
調
達
で
き
る
自
主
財
源

と
し
て
も
、
そ
の
使
途
を
自
由
に

決
め
ら
れ
る
一
般
財
源
と
し
て
も

最
大
の
歳
入
項
目
で
す
。
ふ
る
さ

と
納
税
は
、
平
成
31
年
度
当
初
予

算
2
億
円
か
ら
、
令
和
2
年
度
当

初
予
算
の
4
億
5
千
万
円
に
大
幅

に
伸
び
て
お
り
、
今
後
の
取
り
組

み
に
よ
っ
て
は
さ
ら
な
る
増
収
が

期
待
で
き
る
、
伸
長
性
の
高
い
歳

入
項
目
で
す
。
市
税
と
ふ
る
さ
と

納
税
の
2
つ
の
歳
入
項
目
を
こ
ど

も
未
来
基
金
の
主
要
な
財
源
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
歳
入
項

目
と
し
て
取
り
得
る
最
大
限
の
安

定
性
と
伸
長
性
を
兼
ね
備
え
た
財

源
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
寄
附

を
設
け
る
予
定
。

質
問
供
用
開
始
年
度
伺
う
。

市
民
部
長
令
和
３
年
度
工
事
着

手
、
令
和
５
年
度
の
供
用
開
始
が

目
標
で
す
。

お
魚
直
売
所
開
設
は
や
く

質
問
与
根
漁
港
内
へ
の
遊
漁
船

待
合
所
等
の
新
年
度
の
取
り
組
み

を
伺
う
。

市
長
令
和
２
年
度
、
３
億
円
の

予
算
。
施
設
整
備
工
事
費
、
磁
気

探
査
委
託
料
、
施
工
管
理
業
務
委

託
料
、
備
品
購
入
費
。
令
和
２
年

９
月
か
ら
令
和
３
年
５
月
ま
で
の

工
期
。
供
用
は
７
月
の
見
込
み
。

安
心
で
き
る
河
川
管
理
を

質
問
下
原
地
域
上
流
の
開
発
を

検
討
す
る
際
に
も
、
下
原
地
域
の

排
水
路
整
備
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
。

　
今
後
の
土
地
利
用
促
進
、
排
水

対
策
促
進
に
も
、
今
後
の
排
水
路

管
理
は
、
ど
の
部
署
が
有
利
か
検

討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
下
原
地
域
の
排

水
路
は
、市
街
化
区
域
の
拡
大
や
、

宅
地
開
発
等
に
よ
り
排
水
被
害
が

予
想
さ
れ
る
。
水
路
の
整
備
や
改

修
は
、
補
助
事
業
の
採
択
要
件
か

ら
厳
し
い
。
対
策
に
つ
い
て
部
局

横
断
的
な
協
議
、
検
討
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

金
に
つ
い
て
は
、啓
発
を
通
し
て
、

市
民
、
企
業
に
幅
広
い
理
解
を
得

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問
こ
ど
も
未
来
基
金
を
設
置

す
る
理
由
を
伺
う
。

副
市
長
基
金
は
第
一
に
市
税
や

ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、
市
内
外

か
ら
集
ま
る
財
源
を
、
こ
ど
も
改

革
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
活
用
す
る
財
源
の
受
け
皿
と
な

る
。
2
点
目
に
、
一
般
会
計
が
予

算
単
年
度
主
義
に
よ
っ
て
編
成
さ

れ
、
執
行
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

基
金
は
予
算
単
年
度
主
義
の
例
外

と
し
て
、
そ
の
時
々
の
財
政
状
況

や
事
業
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
基
金

へ
の
積
み
増
し
や
取
り
崩
し
を
柔

軟
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
長
期
的

に
維
持
し
、
運
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
将
来
に
わ
た
る
安
定

的
な
財
源
確
保
の
も
と
で
事
業
実

施
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
3
点
目

に
、
基
金
と
し
て
財
源
が
安
定
的

に
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
基

金
規
模
に
応
じ
た
優
先
順
位
の
も

と
で
計
画
的
な
事
業
実
施
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
こ
ど
も
改
革
を
将

来
に
わ
た
り
計
画
的
か
つ
安
定
的

に
推
進
す
る
ス
キ
ー
ム
、
枠
組
み

と
し
て
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

・
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

日本共産党

儀間　盛昭

日本共産党

瀬長　恒雄

プールも屋内運動施設も開校時から

こども未来基金を創設し、地域社
会全体で子育て環境の充実を

一 般 質 問
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教
育
行
政
に
つ
い
て

質
問
通
級
指
導
教
室
に
お
い
て

長
嶺
・
伊
良
波
中
校
区
に
も
設
置

す
べ
き
だ
と
昨
年
９
月
定
例
会
で

も
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長
１
月
に
長
嶺
小
学
校

及
び
伊
良
波
中
学
校
の
２
校
に
つ

い
て
、
令
和
２
年
度
設
置
を
沖
縄

県
に
申
請
し
た
と
こ
ろ
教
諭
の
配

置
に
つ
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

長
嶺
中
学
校
区
に
つ
い
て
は
令
和

２
年
度
か
ら
長
嶺
小
学
校
・
と
よ

み
小
学
校
の
両
校
で
通
級
指
導
教

室
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
長

嶺
中
学
校
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
設
置
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て

い
く
。

市
長
公
約
に
つ
い
て

質
問
地
域
懇
談
会
に
お
い
て
給

食
費
を
求
め
る
声
は
何
件
あ
っ
た

の
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
要
望
事
項
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
給
食
費
無
償
化
を

求
め
る
質
問
、要
望
は
な
か
っ
た
。

質
問
子
育
て
世
代
か
ら
子
育
て

の
支
援
と
し
て
負
担
軽
減
を
し
て

い
く
中
で
、
今
本
当
に
助
け
て
ほ

し
い
の
は
給
食
費
の
無
償
化
だ
と

自
信
を
持
っ
て
言
え
る
か
。

市
長
そ
れ
も
踏
ま
え
て
大
切
な

と
こ
ろ
は
多
岐
に
わ
た
る
と
思
っ

環
境
保
全
に
つ
い
て

質
問
豊
見
城
中
央
病
院
開
院
に

伴
う
排
水
処
理
に
つ
い
て
①
豊
見

城
中
央
病
院
の
一
日
に
お
け
る
排

水
量
は
ど
の
く
ら
い
の
量
か
を
伺

う
。
②
医
薬
品
等
の
処
理
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。
③
漁
業
へ
の
影
響

は
考
え
ら
れ
な
い
か
伺
う
。

市
民
部
長
①
豊
見
城
中
央
病
院

の
計
画
排
水
量
は
一
日
約
320
立
米

と
の
こ
と
で
す
。
②
産
業
廃
棄
物

の
収
集
運
搬
及
び
処
分
の
許
可
を

得
て
い
る
沖
縄
県
医
療
廃
棄
物
事

業
協
同
組
合
に
お
い
て
適
正
に
処

理
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
③
排
水

処
理
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
で

排
水
基
準
値
を
満
た
す
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
南
部
保
健
所
の
立
ち

入
り
検
査
に
同
行
す
る
な
ど
、
連

携
を
と
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

市
道
257
号
線
に
つ
い
て

質
問
①
供
用
開
始
を
願
う
市
民

の
声
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
取
付
工

事
が
で
き
な
い
の
か
伺
う
。
②
用

地
単
価
に
つ
い
て
は「
安
す
ぎ
る
」

と
の
地
主
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、

単
価
算
定
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
①
市
道
203
号
線

へ
の
擦
り
つ
け
を
行
う
た
め
に
現

在
当
該
箇
所
の
用
地
交
渉
を
進
め

て
い
る
状
況
で
す
。
②
用
地
買
収

て
い
る
が
、
給
食
の
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
も
教
育
委
員
会
も
、
そ
し

て
市
長
部
局
も
足
並
み
そ
ろ
え
て

こ
の
給
食
費
の
段
階
的
無
償
化
に

取
り
組
み
た
い
。

質
問
平
成
30
年
度
の
市
民
意
識

調
査
に
て
、
重
要
度
の
子
育
て
環

境
の
中
で
、
ど
う
い
っ
た
こ
と
が

一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
か
。
そ
れ

が
本
当
に
給
食
費
無
償
化
と
言
え

る
の
か
。

福
祉
健
康
部
長
子
育
て
環
境
の

充
実
と
し
て
、
質
の
高
い
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
地
域
と
社
会

に
よ
る
子
育
て
支
援
、
児
童
虐
待

防
止
対
策
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支

援
の
充
実
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

の
推
進
に
な
っ
て
い
る
。

質
問
給
食
費
は
入
っ
て
な
い
と

い
う
認
識
で
い
い
か
。

福
祉
健
康
部
長
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
段
階
で
は
入
っ
て
い
な
い
と

読
み
取
れ
る
。

質
問
給
食
費
無
償
化
は
最
低
で

も
保
留
、
最
終
的
に
は
白
紙
に
す

べ
き
だ
と
思
う
が
。

市
長
し
っ
か
り
と
こ
れ
ま
で
通

り
の
体
制
で
、
前
進
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
職
員
の
人
事
に
つ
い
て

・
保
育
行
政
に
つ
い
て

箇
所
の
全
筆
に
つ
い
て
個
別
格
差

率
を
設
定
し
、
用
地
単
価
を
決
定

し
て
い
ま
す
。

渡
嘉
敷
地
内
の

　
廃
タ
イ
ヤ
処
理
に
つ
い
て

質
問
①
産
業
廃
棄
物
の
処
理
に

関
す
る
違
反
と
思
う
が
、
市
の
対

応
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

②
廃
タ
イ
ヤ
の
雨
水
か
ら
発
生
す

る
蚊
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
部
長
①
今
後
も
南
部
保
健

所
と
協
力
し
て
、
廃
タ
イ
ヤ
の
撤

去
、
指
導
に
関
し
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
②
今
後
も
関

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
駆
除
剤

の
散
布
な
ど
、
適
正
管
理
の
指
導

に
努
め
ま
す
。

Z
ゼ ロ

ERO

宜保　龍平

保和会

赤嶺　吉信

市長！給食費無償化以外にも
　　やるべき課題は山積みです！

地域環境や、市民生活に
　　生かされた街づくりをめざす

一 般 質 問

道路との取り付けが早急に待たれるおなが橋
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お
仕
事
体
験
事
業
（
グ
ッ
シ
ョ

ブ
豊
見
城
わ
く
わ
く
ワ
ー
ク
）

に
自
衛
隊
が
参
加
で
き
な
か
っ

た
事
に
つ
い
て

質
問
前
回
参
加
で
き
た
の
に
今

回
参
加
で
き
な
か
っ
た
事
業
所
は
。

総
務
企
画
部
長
昨
年
行
っ
た
事

業
所
で
、
今
年
入
っ
て
い
な
い
事

業
所
と
い
う
の
は
自
衛
隊
で
す
。

質
問
な
ぜ
昨
年
参
加
さ
れ
て
い

た
自
衛
隊
が
今
年
は
参
加
で
き
な

く
な
っ
た
の
か
。

総
務
企
画
部
長
市
内
及
び
民
間

事
業
所
を
優
先
し
、お
断
り
し
た
。

ど
こ
か
か
ら
圧
力
が
？

質
問
自
衛
隊
を
参
加
さ
せ
な
い

よ
う
に
と
い
う
よ
う
な
圧
力
と
か

あ
り
ま
し
た
か
。

総
務
企
画
部
長
市
内
ま
た
は
民

間
事
業
所
を
優
先
と
し
て
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

質
問
市
長
、「
自
衛
隊
を
参
加

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う

進
言
と
か
、
議
員
か
ら
あ
り
ま
し

た
か
。

市
長
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

質
問
自
衛
隊
を
こ
う
い
っ
た
事

業
に
参
加
さ
せ
な
い
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
申
し

入
れ
が
議
員
の
方
よ
り
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
か
と
聞
い
て
い
ま
す
。

市
長
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が

学
校
給
食
保
護
者
支
援

　
　
事
業
に
つ
い
て

質
問
令
和
２
年
度
施
政
方
針
で

こ
ど
も
未
来
基
金
設
置
を
謳
っ
て

い
た
が
、
残
念
な
の
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
と
新
た
な
寄
附
行
為
を
当

て
に
し
た
財
源
確
保
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
済
影
響
か

ら
す
る
と
簡
単
に
は
イ
エ
ス
と
言

え
な
い
。
学
校
給
食
保
護
者
事
業

３
千
５
百
万
円
の
事
業
費
は
実
施

計
画
の
中
で
は
２
年
度
以
降
の
計

画
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
将
来
設

計
が
見
え
な
い
。
そ
の
他
に
も
疑

問
等
が
あ
り
、
未
来
基
金
の
案
件

が
継
続
審
査
と
な
っ
た
が
、
私
達

野
党
修
正
案
で
5
千
3
百
万
円
を

計
上
し
、
児
童
・
生
徒
の
栄
養
向

上
を
考
え
ま
し
た
が
、
給
食
の
量

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
栄
養
充
足
率
の
改
善

で
量
も
増
え
る
も
の
と
考
え
る
。

質
問
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
て

き
た
児
童
生
徒
の
保
護
者
か
ら
本

市
給
食
量
に
対
す
る
不
満
の
声
が

あ
る
が
、
メ
ニ
ュ
ー
の
品
数
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
考
え
を

伺
う
。

教
育
部
長
摂
取
カ
ロ
リ
ー
の
基

準
量
に
つ
い
て
は
100
％
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
献
立
表
の

作
成
段
階
で
栄
養
素
や
品
数
の
問

題
が
改
善
で
き
る
よ
う
に
栄
養
士

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
12
月
12
日
の
一
般
質
問
の

後
に
、
山
川
市
長
を
支
え
る
7
人

の
与
党
議
員
団
が
市
長
室
を
訪
れ

て
、
そ
う
い
っ
た
申
し
入
れ
を
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

市
長
大
変
申
し
わ
け
な
い
の
で

す
が
私
の
今
の
記
憶
の
中
に
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
少
し
お
答
え
よ

う
が
な
い
で
す
。
す
み
ま
せ
ん
。

下
水
道
整
備
（
豊
崎
の
準
工
業

地
域
）
に
つ
い
て

質
問
複
数
の
ホ
テ
ル
や
大
型
複

合
施
設
が
開
業
を
目
指
し
て
い
る

が
、
相
当
量
の
下
水
処
理
量
が
必

要
と
さ
れ
る
。
現
時
点
で
の
計
画

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

上
下
水
道
部
長
基
礎
調
査
を
行

い
、
下
水
道
事
業
計
画
の
変
更
を

見
据
え
た
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

質
問
次
年
度
予
算
に
は
そ
の
基

礎
調
査
に
つ
い
て
、
費
用
は
し
っ

か
り
と
入
っ
て
い
ま
す
か
。

上
下
水
道
部
長
令
和
2
年
度
の

豊
見
城
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

に
お
い
て
、
基
礎
調
査
に
係
る
委

託
費
用
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
観
光
振
興
に
つ
い
て

・
自
衛
隊
と
の
連
携
に
つ
い
て

・
市
長
の
台
湾
出
張
に
つ
い
て

・
豊
見
城
中
央
病
院
移
転
に
つ
い
て

の
先
生
と
と
も
に
一
緒
に
な
り
取

り
組
ん
で
い
く
。

保
育
行
政
に
つ
い
て

質
問
新
た
に
保
育
所
を
整
備
し
、

待
機
児
童
解
消
に
努
め
て
い
く
と

あ
っ
た
が
、
そ
の
受
け
入
れ
規
模

及
び
保
育
士
不
足
の
解
消
を
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
新
園
と
分
園
の

各
１
園
規
模
の
受
け
皿
確
保
を
進

め
、
保
育
士
確
保
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
児
支
援
を
柱
と
し
た
補
助

金
の
増
額
確
保
を
含
め
、
保
育
士

宿
舎
借
上
支
援
事
業
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
新
年
度
よ
り
引

き
継
が
れ
る
子
ど
も
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
中
で
、
支
援
計
画
が

具
体
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
き

続
き
積
極
的
な
推
進
を
行
っ
て
い

く
。

質
問
豊
見
城
中
学
校
区
内
で
、

新
園
90
名
、
分
園
30
名
の
2
園
を

整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

範
囲
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
本
市
は
お
お
む

ね
半
径
6
㎞
以
内
と
な
っ
て
お

り
、
中
心
地
か
ら
半
径
約
３
㎞
以

内
を
中
学
校
区
と
現
在
認
識
し
て

い
る
。

保和会

宜保　安孝

保和会

外間　剛

自衛隊との連携は市民の生命と財
産を守る為に重要のはずなのに…

将来ある子ども達に
　　安定した支援を…！

一 般 質 問
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質
問
与
根
体
育
施
設
売
却
全
般

に
つ
い
て
審
議
会
の
結
論
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
与
根
区
画
整
理

事
業
区
域
の
市
有
地
３
千
平
米
を

県
に
売
却
し
、
再
生
医
療
産
業
拠

点
の
形
成
を
図
る
事
が
望
ま
し
い

と
の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

質
問
活
用
中
の
教
育
財
産
を
売

却
す
る
重
要
な
案
件
に
対
し
、
審

議
会
は
１
回
の
み
の
開
催
。
反
対

意
見
や
懸
念
項
目
な
ど
指
摘
は

あ
っ
た
の
か
。

総
務
企
画
部
長
条
件
と
し
て
周

辺
自
治
会
や
事
業
所
を
は
じ
め
市

民
説
明
を
十
分
に
行
う
事
。
２
番

目
に
再
生
医
療
産
業
拠
点
の
整
備

促
進
と
戦
略
的
な
活
用
に
向
け
た

市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
作
成

す
る
事
。
３
番
目
に
適
正
な
不
動

産
鑑
定
に
基
づ
く
適
正
価
格
で
売

却
す
る
事
と
条
件
を
つ
け
ら
れ
ま

し
た
。

質
問
時
系
列
で
確
認
し
ま
す
。

平
成
31
年
３
月
山
川
市
長
は
正
式

に
県
の
施
設
受
け
入
れ
を
断
っ
た

↓
令
和
元
年
４
月
副
市
長
が
就
任

↓
副
市
長
が
施
設
誘
致
に
動
き
出

す
↓
同
年
12
月
13
日
私
の
質
問

↓
12
月
16
日
審
議
会
を
立
ち
上
げ

る
↓
た
っ
た
１
回
の
審
議
会
開
催

↓
12
月
27
日
に
答
申
。
一
連
の
流

れ
か
ら
す
る
と
、
一
度
沖
縄
県
に

お
断
り
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
副
市
長
が
就
任
し
、
議
会
に

体
育
協
会
の
経
済
自
立
は

今
後
市
の
収
入
源
可
能
性
大
!!

質
問
体
育
協
会
の
経
済
自
立
を

目
指
す
手
段
を
伺
う
。

教
育
部
長
体
育
協
会
の
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
い
け
ば
（
賛
助
会
員
と

し
て
）
賛
同
い
た
だ
け
る
も
の
だ

と
思
う
。
そ
こ
を
改
善
し
て
い
き

た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
、
オ
リ
パ

ラ
合
宿
誘
致
を
再
開
す
べ
き
!!

質
問
オ
リ
パ
ラ
合
宿
誘
致
に
予

定
さ
れ
て
い
る
チ
ー
ム
を
伺
う
。

教
育
部
長
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
延
期
に
な
り
動
向

を
見
な
が
ら
今
後
対
応
し
た
い
。

観
光
は
地
元
へ
の
収
入
が
大
事
!!

質
問
観
光
収
入
目
標
値
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
設
定
し
て
な
い
。

質
問
設
定
し
て
な
い
理
由
は
。

総
務
企
画
部
長
宿
泊
施
設
が
少

な
く
適
切
な
数
値
反
映
が
難
し

い
。
し
か
し
市
内
で
幾
ら
消
費
し

た
か
測
る
の
は
重
要
な
の
で
検
討

す
る
。

質
問
や
る
と
断
定
す
る
か
。

副
市
長
観
光
協
会
と
連
携
を

と
っ
て
設
定
で
き
る
よ
う
取
組
む
。

待
た
れ
る
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建
設

質
問
改
修
計
画
に
つ
い
て
次
年

も
説
明
も
な
い
ま
ま
、
こ
の
件
を

ひ
っ
く
り
返
し
て
い
っ
た
わ
け
で

す
が
、
審
議
会
の
委
員
長
は
小
川

副
市
長
の
県
庁
時
代
の
元
部
下
で

間
違
い
な
い
か
。

副
市
長
委
員
長
は
私
の
県
庁
時

代
の
同
僚
で
す
。

質
問
与
根
体
育
施
設
売
却
に
伴

い
豊
中
部
活
の
対
応
な
ど
は
。

教
育
部
長
工
事
に
支
障
が
な
い

範
囲
で
豊
中
サ
ッ
カ
ー
部
の
利
用

を
認
め
る
。
市
陸
上
競
技
場
の

サ
ッ
カ
ー
部
の
利
用
を
許
可
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

質
問
市
民
が
い
つ
で
も
利
用
で

き
る
市
管
理
の
サ
ッ
カ
ー
専
用
の

施
設
は
他
に
あ
る
か
。

教
育
部
長
与
根
以
外
に
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
体
育
施
設
と
い
う
条
例
が

あ
る
。市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
。

中
学
校
建
設
で
練
習
場
の
な
い
生

徒
達
が
使
っ
て
い
る
、
こ
の
よ
う

な
人
達
が
い
る
中
で
急
ぎ
公
共
の

財
産
を
売
却
す
る
事
は
反
対
し
ま

す
。
私
の
意
見
を
聞
い
て
ど
う
思

う
か
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
教
育
施
設
は
大
切
。
関

係
機
関
と
調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
た
な
施
設
整
備
は
保
育
士
不

足
解
決
に
な
る
か

・
気
に
な
る
子
を
含
め
た
支
援
の

必
要
性
に
つ
い
て

度
の
取
組
み
を
伺
う
。

教
育
部
長
全
庁
的
横
断
的
な

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
つ
く
る
な

ど
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

本
当
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

な
る
こ
と
を
願
う
!!

質
問
こ
ど
も
未
来
基
金
に
つ
い

て
明
確
な
使
途
基
準
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
こ
れ
か
ら
市
民

会
議
等
、
実
態
調
査
等
を
含
め
て

優
先
順
位
を
つ
け
、
事
業
実
施
し

た
い
。

質
問
1
億
円
（
基
金
額
）
を
下

回
ら
な
い
約
束
で
き
る
か
。

副
市
長
約
束
は
で
き
な
い
。

質
問
で
は
障
が
い
児
保
育
と
給

食
栄
養
補
充
分
は
継
続
す
る
と
約

束
で
き
る
か
。

副
市
長
継
続
し
て
い
き
た
い
。

質
問
財
政
非
常
事
態
宣
言
は
継

続
し
て
い
る
か
。

副
市
長
継
続
し
て
い
る
認
識
。

保和会

大田　正樹

保和会

徳元　次人

市民・議会に説明なく
与根サッカー場を売るのですか？

新型コロナウイルス収束後には
　　可能な限り経済自立を！！

一 般 質 問

スポーツ経済で稼ぐ豊見城市をつくりましょう !!
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無
計
画
な
定
数
条
例
改
正
案
の

修
正
は
内
定
者
29
人
を
救
う
た
め

質
問
令
和
２
年
度
新
規
採
用
職

員
29
人
に
内
定
が
示
さ
れ
、
定
数

432
人
が
490
人
と
な
る
58
人
の
大
幅

増
の
条
例
改
正
案
が
出
さ
れ
た
。

職
員
増
に
反
対
で
は
な
い
が
、
財

政
非
常
事
態
宣
言
継
続
中
で
あ
り
、

気
を
引
き
締
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
第
５
次
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
で
毎
年
の
退
職
者
数
に

４
人
を
足
す
緩
や
か
な
増
員
で
義

務
的
経
費
の
急
激
な
増
加
を
抑
制

し
人
材
確
保
し
て
き
た
。
本
来
、

今
年
度
退
職
者
10
人
＋
４
人
で
14

人
の
採
用
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
退

職
者
10
人
＋
19
人
の
29
人
採
用
で

約
１
億
円
近
く
計
上
さ
れ
た
が
今

後
の
人
件
費
の
見
通
し
も
な
い
。

本
来
な
ら
否
決
す
る
状
況
。
公
務

員
は
法
令
に
則
る
べ
き
だ
が
、
第

５
次
行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
無
視
し
た
の
は
何
故
か
。

総
務
企
画
部
長
職
員
に
大
き
な

負
担
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
。
実

情
に
即
し
た
見
直
し
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

行
政
運
営
と
職
員
の
能
力
を

理
解
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い

質
問
２
月
の
年
度
途
中
に
市
民

部
長
を
参
事
監
と
す
る
人
事
異
動

が
あ
っ
た
。
勤
務
年
数
30
年
で
財

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
づ
く
り

に
つ
い
て

質
問
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
機
運
を
高
め
今
後
も
性
の

多
様
性
に
つ
い
て
市
の
「
レ
イ
ン

ボ
ー
宣
言
」
に
取
り
組
み
た
い
。

市
民
部
長
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
や
人
権
の

視
点
を
踏
ま
え
た
男
女
共
同
参
画

パ
ン
フ
を
作
成
し
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活
用
し
周
知
を
図
り
ま

す
。

質
問
障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て

総
務
企
画
部
長
車
椅
子
や
肢
体

不
自
由
な
障
が
い
者
の
方
が
採
用

さ
れ
た
場
合
は
地
下
１
階
に
専
用

の
駐
車
場
を
確
保
し
ま
す
。
庁
舎

の
3
号
機
エ
レ
ベ
ー
タ
に
手
す
り

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
設
置

業
者
と
調
整
し
可
能
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

質
問
残
業
の
実
態
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
１
人
当
た
り
月

平
均
９
時
間
で
社
会
福
祉
課
16
時

間
、
税
務
課
13
時
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。
病
休
者
は
身
体
に
係
わ
る

休
暇
取
得
は
8
名
、
精
神
に
係
わ

る
療
養
者
は
8
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
30
年
度
に
お
け
る
時
間

外
手
当
の
総
額
は
、
約
7
千
7
百

72
万
6
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

政
課
長
、
総
務
部
長
と
し
て
市
政

を
支
え
て
き
た
人
材
を
、
意
に
反

し
た
か
ら
と
１
回
の
厳
重
注
意
、

そ
の
後
人
事
異
動
。
し
か
も
例
規

ま
で
変
え
参
事
監
を
会
議
に
出
席

出
来
な
い
よ
う
に
し
て
ま
で
排
除

し
た
。
人
事
評
価
制
度
が
あ
る
本

市
で
正
当
化
す
る
つ
も
り
か
。
処

遇
反
映
で
顔
色
を
伺
う
職
員
が
増

え
る
。
市
の
人
事
評
価
制
度
は
崩

壊
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

副
市
長
自
治
会
事
務
委
託
料
予

算
編
成
過
程
で
担
当
部
長
と
し
て

不
適
切
な
対
応
が
あ
り
行
っ
た
。

通
算
機
関
で
は
な
く
限
定
さ
れ
た

一
定
期
間
で
そ
の
評
価
基
準
に
基

づ
き
行
っ
て
い
る
。

庁
舎
に
売
店
が
オ
ー
プ
ン

質
問
売
店
ス
ペ
ー
ス
募
集
と
食

品
自
販
機
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
Ｆ
Ｍ
と
よ
み
が

売
店
事
業
を
行
う
こ
と
で
決
定
。

食
品
自
販
機
は
入
居
事
業
者
と
連

携
し
設
置
し
て
い
き
た
い
。

全
国
の
団
員
数
84
万
人

　
　
消
防
団
に
入
り
ま
せ
ん
か

質
問
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協

力
企
業
の
募
集
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
も
運
用
し
、
条
例
定
数
の
増

員
等
踏
ま
え
な
が
ら
協
力
を
呼
び

掛
け
て
行
き
た
い
。

質
問
必
要
な
職
種
の
年
齢
制
限

を
外
す
こ
と
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
人
材
確
保
の
観

点
か
ら
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
職

や
公
認
心
理
職
な
ど
の
専
門
職
の

年
齢
要
件
を
撤
廃
し
て
い
ま
す
。

質
問
臨
時
職
員
と
の
懇
談
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
今
年
度
は
新
採

用
職
員
や
女
性
職
員
と
の
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
、
次
年
度

に
も
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
め

職
員
と
の
懇
談
の
場
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

長
嶺
城
址
総
合
公
園
整
備
事
業

質
問
土
地
価
格
の
鑑
定
評
価
に

つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
鑑
定
評
価
は
概

算
で
計
上
し
て
い
る
用
地
補
償
と

比
較
し
て
低
額
の
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。

質
問
県
内
の
他
の
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

経
済
建
設
部
長
マ
リ
ン
タ
ウ
ン

東
浜
公
園
与
那
原
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
は
18
ホ
ー
ル
で
年
間
1
万
８
千

人
、
大
里
城
址
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
は
18
ホ
ー
ル
年
間
1
万
２
千

人
、
西
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
18

ホ
ー
ル
年
間
1
万
１
千
人
（
い
ず

れ
も
平
成
30
年
）。
長
嶺
城
址
総

合
公
園
は
、
今
後
需
要
予
測
の
委

託
業
務
を
実
施
予
定
。

保和会

新垣　亜矢子

日本共産党

真栄里　保

人件費前年度比７億7,500万円増
新採用分だけで9,700万円にも！

ともに暮らせる社会の実現を

一 般 質 問
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質
問
字
宜
保
、「
な
ご
み
保
育

園
」
前
は
、
片
側
の
見
通
し
が
非

常
に
悪
く
危
険
を
感
じ
る
。
通
学

路
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
早
急
に
対

策
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
豊
見
城
警
察
署

と
も
協
議
を
交
わ
し
、
新
年
度
の

早
い
時
期
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
や
路
面
標
示
等
に
よ
り
、
注
意

喚
起
の
安
全
対
策
を
講
じ
る
予
定
。

質
問
市
道
4
号
線
（
名
嘉
地
60

番
地
よ
り
我
那
覇
132
番
地
前
）
及

び
市
道
238
号
線
（
我
那
覇
124
番
地

前
か
ら
307

－

８
番
地
前
）
に
歩
行

者
の
安
全
対
策
と
し
て
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
設
置
を
提
言
し
た
が
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
次
年
度
の
早
い

時
期
に
着
手
す
る
予
定
。
市
道
238

号
線
に
つ
い
て
は
施
工
範
囲
を
検

討
中
で
あ
り
、
決
定
次
第
、
警
察

と
協
議
を
行
い
実
施
に
向
け
て
取

り
組
む
。

質
問
市
内
全
て
の
保
育
・
学
校

施
設
の
通
学
路
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
に
お
い
て
は
、
過
去
設
置
さ
れ

た
横
断
歩
道
に
カ
ラ
ー
舗
装
を
施

す
べ
き
と
提
言
し
た
が
、
令
和
２

年
度
に
予
定
し
て
い
る
整
備
箇
所

と
整
備
時
期
に
つ
い
て
詳
し
く
伺

う
。

経
済
建
設
部
長
令
和
２
年
度
の

整
備
計
画
は
、ゆ
た
か
小
学
校
前
、

待
機
児
童
に
つ
い
て

質
問
待
機
児
童
数
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
直
近
で
は
昨
年

10
月
１
日
時
点
で
156
名
で
す
。

質
問
そ
の
内
訳
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
０
歳
児
が
60
人
、

１
歳
児
が
57
人
、２
歳
児
が
33
人
、

３
歳
児
が
６
人
、
４
歳
、
５
歳
児

が
０
人
で
す
。

質
問
特
に
０
歳
か
ら
２
歳
児
の

待
機
が
多
い
が
、
そ
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
無
償
化
の
影
響

に
加
え
、
女
性
の
社
会
進
出
に

伴
う
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
も
相

ま
っ
て
、
受
け
皿
と
な
る
施
設
が

絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
状
況
に

加
え
て
、
保
育
士
の
確
保
に
つ
い

て
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
受

け
皿
と
な
る
施
設
整
備
と
保
育
士

確
保
の
た
め
の
施
策
を
複
合
的
に

推
進
し
、
待
機
児
童
の
解
消
を
目

指
す
と
し
た
答
申
を
受
け
て
、
第

２
期
豊
見
城
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。

次
期
計
画
に
沿
い
、
子
育
て
支
援

の
推
進
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
に
向
け

質
問
市
長
の
公
約
で
も
あ
る
高

校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
に
つ
い
て
、
山
川
市
長
は
早

期
実
現
す
べ
き
と
い
う
考
え
だ

伊
良
波
小
学
校
前
、
伊
良
波
中
学

校
前
、
中
央
図
書
館
前
、
良
長
配

水
池
前
、
市
道
32
号
線
と
市
道
35

号
線
の
交
差
部
、
市
道
36
号
線
と

市
道
38
号
線
の
交
差
部
、
豊
見
城

こ
ど
も
園
前
の
横
断
歩
道
の
合
計

12
ヵ
所
を
予
定
。

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

質
問
県
統
一
の
中
で
保
険
税
率

の
引
き
上
げ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

国
保
税
の
負
担
軽
減
と
い
う
市
長

公
約
に
対
し
て
は
真
逆
の
取
り
組

み
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
保

険
税
率
の
統
一
に
関
し
て
は
白
紙

に
戻
す
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

市
長
県
の
見
解
と
し
て
は
、

２
万
円
余
り
の
引
き
上
げ
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
間
調
整
し
、
令
和

６
年
の
統
一
化
に
向
け
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

が
、
市
長
か
ら
特
別
な
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
か
伺
う
。

市
長
令
和
元
年
５
月
の
沖
縄
県

に
よ
る
医
療
費
助
成
拡
充
に
係
る

市
町
村
の
意
向
調
査
で
多
く
の
市

町
村
が
本
市
同
様
、
令
和
３
年
度

か
ら
一
挙
に
中
学
校
卒
業
ま
で
の

制
度
導
入
を
求
め
て
い
ま
す
。
市

長
会
で
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
も
踏

ま
え
、
市
長
会
の
認
識
を
合
わ
せ

て
、
県
に
早
期
導
入
を
求
め
る
よ

う
な
要
請
が
で
き
な
い
か
と
話
し

た
と
こ
ろ
、
賛
同
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
新
年
度
に
向
け
て
知
事
に

要
望
を
す
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

質
問
国
に
対
し
て
、
こ
ど
も
医

療
費
無
料
制
度
の
創
設
や
、
現
物

給
付
の
障
壁
に
な
っ
て
い
る
国
保

の
国
庫
補
助
金
減
額
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
の
廃
止
を
求
め
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

市
長
関
係
機
関
と
協
力
し
、
連

携
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
国
や
県

へ
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
廃
止
な
ど
求
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
こ
ど
も
未
来
基
金
に
つ
い
て

・
入
所
選
考
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
の
評
価

・
豊
中
の
部
活
動
に
つ
い
て

・
市
陸
上
競
技
場
照
明
設
備
の
整

備
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
利
用
者
の
負
担
軽
減

制
度
に
つ
い
て

Z
ゼ ロ
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楚南　留美

日本共産党

新垣　龍治

しっかりとした安全対策で
　　安心・安全なまちづくりを！！

待機児童解消は
施設整備・保育士確保の両面から
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障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

質
問
自
動
車
改
造
費
助
成
事
業

の
助
成
対
象
と
な
る
者
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
助
成
対
象
に
な

る
方
は
、
上
肢
・
下
肢
、
ま
た
は

体
幹
機
能
障
害
に
係
る
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
、
ま
た
は
２
級
を

所
持
し
て
い
る
者
。
当
該
改
造
に

よ
っ
て
社
会
参
加
等
が
見
込
ま
れ

る
者
。
申
請
時
に
お
い
て
、
当
該

障
害
者
世
帯
の
最
も
収
入
が
多
い

者
の
所
得
が
、
市
が
定
め
る
限
度

額
を
超
え
な
い
者
。
申
請
を
行
う

年
度
を
含
め
た
過
去
５
年
間
に
同

一
世
帯
に
お
い
て
助
成
を
受
け
た

者
が
い
な
い
者
。
当
該
障
害
者
の

移
動
の
た
め
に
座
席
の
乗
降
移

乗
、
ま
た
は
固
定
に
要
す
る
装
置

の
改
造
が
必
要
な
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。

質
問
県
下
で
同
事
業
を
実
施
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
の
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
県
下
11
市
で
調

査
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
11
市
に
て

当
該
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問
そ
の
11
市
に
お
い
て
、
支

給
要
件
の
中
で
障
害
者
手
帳
の
等

級
を
問
わ
ず
に
助
成
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
の
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
11
市
中
、
支
給

要
件
に
身
体
障
害
者
等
級
の
制
限

を
設
け
て
い
る
市
は
10
市
あ
り
、

等
級
制
限
が
な
い
市
が
１
市
で

質
問
窓
口
業
務
の
外
部
委
託
の

目
的
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
民
部
長
民
間
の
有
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ

ス
の
水
準
の
維
持
、
ま
た
は
向
上

を
図
る
と
と
も
に
提
供
コ
ス
ト
の

削
減
を
目
的
と
し
て
ま
す
。

質
問
経
費
節
減
で
は
ど
う
い
う

趣
旨
で
委
託
を
し
た
と
な
る
の
か
。

市
民
部
長
予
算
削
減
の
み
を
目

的
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と

を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

質
問
選
定
の
手
続
き
が
ど
う
行

わ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

市
民
部
長
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
て
行
わ
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
経
て
選
定
委
員
会
が

採
点
を
行
い
、
総
合
的
な
審
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

質
問
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
業
者
は
何
社
あ
っ
た
の
か
。

市
民
部
長
1
社
で
す
。

質
問
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領

の
中
で
言
う
と
二
次
審
査
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
の
は
、
３

社
程
度
を
選
定
し
て
や
る
と
。
そ

れ
か
ら
す
る
と
要
領
に
反
す
る
内

容
に
な
っ
て
い
な
い
で
す
か
。

市
民
部
長
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
へ
の

申
し
込
み
参
加
者
が
多
数
あ
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

質
問
今
回
は
１
社
し
か
該
当
し

て
い
な
い
と
い
う
や
り
方
に
つ
い

て
は
問
題
な
い
で
す
か
。

す
。

質
問
そ
の
１
市
は
浦
添
市
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
市
で
も

障
害
者
手
帳
に
お
い
て
「
肢
体
不

自
由
」
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
障
害

者
手
帳
の
等
級
を
問
わ
ず
と
も
助

成
で
き
る
よ
う
支
給
の
要
件
を
緩

和
を
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
身
体
障
害
者
手

帳
２
級
未
満
の
方
に
つ
い
て
も
、

障
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
改
造
の

必
要
性
が
高
い
場
合
も
考
え
ら
れ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

支
給
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、

他
市
の
状
況
も
踏
ま
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て

質
問
市
は
、弁
護
費
用
を
含
め
、

被
っ
た
全
て
の
損
害
額
の
求
償
を

当
該
職
員
に
対
し
行
う
べ
き
だ
と

求
め
ま
す
が
、
見
解
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
職
員
の
求
償
に

つ
い
て
は
、
顧
問
弁
護
士
へ
相
談

し
て
お
り
、
判
例
等
を
踏
ま
え
整

理
し
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て
い

る
状
況
で
す
。

そ
の
他
の
質
問　

・
税
制
に
つ
い
て　

・
学
校
行
政
に
つ
い
て

市
民
部
長
予
定
価
格
の
設
定
に

つ
い
て
は
、
３
社
か
ら
の
見
積
も

り
を
徴
取
し
、
そ
れ
を
勘
案
し
設

定
し
て
い
る
。

質
問
予
定
価
格
は
ど
の
よ
う
な

根
拠
で
算
出
し
た
の
か
伺
い
ま
す
。

市
民
部
長
仕
様
書
を
も
と
に
複

数
の
業
者
か
ら
３
年
分
の
見
積
も

り
徴
取
し
設
定
し
て
い
ま
す
。

質
問
見
積
も
り
の
中
身
は
割
高

な
感
じ
が
す
る
の
で
す
。
１
人
当

た
り
で
計
算
す
る
と
月
32
万
円
、

そ
う
い
う
金
額
に
な
る
の
で
す
が

こ
れ
ま
で
窓
口
業
務
は
基
本
的
に

臨
時
職
員
で
対
応
さ
れ
て
、
手
取

り
は
12
万
円
な
い
ぐ
ら
い
の
低
い

賃
金
で
業
務
を
行
っ
て
い
た
と
思

う
の
で
す
が
、
こ
の
価
格
設
定
に

つ
い
て
は
ど
う
な
の
で
す
か
。

市
民
部
長
設
計
書
で
は
人
件
費

及
び
諸
経
費
で
計
上
さ
れ
、
単
純

試
算
で
の
比
較
と
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

質
問
職
員
の
一
番
の
専
門
職
の

ト
ッ
プ
が
保
健
師
で
、
特
別
な
資

格
を
持
っ
た
方
で
さ
え
、
手
当
て

を
全
部
含
め
て
も
月
27
万
ぐ
ら
い
、

今
回
は
１
人
当
た
り
32
万
円
で
計

算
さ
れ
割
高
な
感
じ
で
、
予
算
の

削
減
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長
多
少
割
高
と
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
維
持
、

向
上
が
図
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

Z
ゼ ロ
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大田　善裕

日本共産党

瀬長　宏

障がい者の自動車改造費助成事業は
　　早急な要件緩和が必要

前市長が行った窓口業務の外部委
託はあまりにも割高すぎます
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職
員
の
休
暇
に
つ
い
て

質
問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
か
ら
学
校
休
校
と

な
っ
た
が
、休
暇
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
特
別
休
暇
と
し

て
取
り
扱
い
、
有
給
と
な
る
。

学
校
現
場
に
つ
い
て

質
問
文
部
科
学
省
の
調
査
で

は
、
全
国
で
80
時
間
の
残
業
（
過

労
死
ラ
イ
ン
）
を
超
え
、
週
60
時

間
以
上
勤
務
し
た
教
師
は
中
学
校

で
約
６
割
、
小
学
校
で
３
割
を
超

え
る
結
果
が
出
て
お
り
、
主
に
授

業
の
準
備
、
テ
ス
ト
の
採
点
や
保

護
者
へ
の
対
応
な
ど
、
細
か
な
事

務
作
業
が
多
い
の
が
実
態
で
す
。

詳
細
と
し
て
は
、
中
学
校
は
部
活

指
導
で
平
日
は
帰
り
が
遅
く
、
土

日
は
練
習
、
大
会
な
ど
で
休
み
に

く
く
、
小
学
校
は
全
教
科
を
教
え

る
の
で
、
１
時
間
目
か
ら
６
時
間

目
ま
で
空
き
時
間
が
な
く
、
自
宅

に
帰
っ
て
も
仕
事
に
追
わ
れ
る
の

が
現
状
で
す
。
先
ほ
ど
の
部
活
動

に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
調

査
で
「
校
務
と
部
活
の
両
立
に
限

界
を
感
じ
る
」
は
、
公
立
中
学
校

で
48
％
、
公
立
高
校
で
44
％
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
わ
か

る
よ
う
に
、
早
急
に
教
師
の
過
重

労
働
の
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
県
内
の
実
態
を
調
べ
る

市
政
運
営
に
つ
い
て

質
問
本
市
役
所
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
市
役
所
組
織
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
署
に
適
切
な
役
割
分
担
を

持
た
せ
て
い
ま
す
。
重
要
事
項
に

つ
い
て
は
、
庁
議
等
で
総
合
調
整

や
合
意
形
成
を
図
っ
た
上
で
、
最

終
的
に
市
長
が
決
定
し
ま
す
。

質
問
市
長
・
副
市
長
と
部
長
職

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
部
長
職
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
定
期

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
庁
議
や
業

務
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
業
務

遂
行
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
十
分
に
図
ら
れ
て
い
る
。

質
問
時
期
外
れ
の
部
長
人
事
に

つ
い
て
伺
う
。

市
長
自
治
会
事
務
委
託
料
に
係

る
令
和
２
年
度
の
予
算
調
整
に
お

い
て
、
担
当
部
長
と
し
て
不
適
切

な
対
応
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
後

の
予
算
調
整
等
に
支
障
が
生
じ
な

い
よ
う
厳
重
注
意
の
上
、
人
事
異

動
を
行
っ
た
。

質
問
前
部
長
の
話
で
は
、
自
治

会
事
務
費
は
補
助
金
で
は
な
く
、

委
託
料
で
あ
る
た
め
、
市
長
の
一

次
内
示
の
方
針
と
し
て
ゼ
ロ
査
定

で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
考
慮
し
て
、
課
長
・

と
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
調
査
で
、
県

内
の
公
立
学
校
教
師
の
病
休
発
生

率
が
、
10
年
連
続
で
全
国
ワ
ー
ス

ト
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
度
の
病

休
は
、全
国
平
均
の
３
倍
と
な
り
、

う
つ
病
な
ど
精
神
疾
患
に
よ
る
病

休
発
生
率
も
全
国
平
均
の
２
倍
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
沖
縄
教

育
委
員
会
の
働
き
方
改
革
推
進
プ

ラ
ン
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
の
３
年
間
で
時
間
外

勤
務
を
同
月
比
の
20
％
削
減
す
る

と
あ
る
が
、
達
成
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

教
育
部
長
教
職
員
の
業
務
改
善

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
超
過
勤

務
を
減
ら
す
対
応
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
か
ら
は

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の

配
置
を
考
え
て
い
る
。

質
問
教
師
等
が
担
う
業
務
に
外

部
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長
文
部
科
学
省
の
部
活

動
指
導
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
配
置
で
き
る
か
検

討
し
た
い
。

質
問
小
学
校
の
学
級
担
任
制
を

教
科
担
任
制
に
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
文
部
科
学
省
の
諮
問

機
関
か
ら
、
令
和
４
年
度
を
め
ど

に
小
学
５
、６
年
生
に
導
入
す
べ

き
と
方
針
を
ま
と
め
て
い
る
。

班
長
と
話
し
合
い
、
復
活
要
求
を

行
っ
て
な
い
こ
と
に
対
す
る
罰
と

思
う
が
、
そ
ん
な
重
い
罪
な
の
か

伺
う
。

副
市
長
補
助
金
で
あ
れ
、
委
託

料
で
あ
れ
、
そ
の
持
っ
て
い
る
課

題
な
ど
の
重
要
性
に
鑑
み
て
、
復

活
要
求
前
に
担
当
部
長
と
市
長
・

副
市
長
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
、

そ
の
方
向
性
を
確
認
し
、
復
活
要

求
に
臨
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で

対
応
し
て
い
る
。

質
問
今
回
の
人
事
に
つ
い
て
本

人
は
納
得
し
た
か
伺
う
。

副
市
長
こ
れ
は
任
命
権
者
と
し

て
の
人
事
な
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
員
が
納
得
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
は
確
認
し
ま
せ
ん
。

質
問
職
員
に
不
祥
事
が
あ
っ
た

場
合
、上
司
は
ど
う
対
応
す
る
か
。

副
市
長
不
祥
事
の
発
生
の
原
因

や
経
緯
及
び
そ
の
後
の
対
応
に
お

い
て
、
管
理
監
督
者
と
し
て
の
対

応
が
適
切
で
あ
っ
た
か
検
討
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。
一
般
論
と
し
て

管
理
監
督
の
立
場
に
あ
る
も
の
の

責
任
は
当
然
大
き
い
と
考
え
る
。

質
問
酒
気
帯
び
運
転
の
件
で
上

司
と
し
て
責
任
は
と
っ
た
か
。

副
市
長
勤
務
日
外
の
職
員
の
酒

気
帯
び
運
転
だ
っ
た
の
で
、
関
係

規
則
に
基
づ
い
て
対
応
し
た
と
こ

ろ
、
管
理
監
督
の
責
任
と
し
て
、

特
に
問
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

真新会

伊敷　光寿

保和会

比嘉　彰

早急に！教師の過重労働の
　　見直しを行う必要があります

市長・副市長は権限実行より職員
との信頼関係を構築すべきだ！

一 般 質 問
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国
保
に
対
す
る

　
　
参
事
監
人
事
に
つ
い
て

質
問
国
保
の
保
険
税
や
保
険
証

な
ど
県
広
域
化
へ
向
け
た
調
整
内

容
を
伺
う
。

市
民
部
長
令
和
６
年
度
の
県
内

保
険
税
の
統
一
が
示
さ
れ
、
県
国

保
運
営
連
携
会
議
で
議
論
中
。

質
問
令
和
２
年
２
月
１
日
の
参

事
監
人
事
に
つ
い
て
、
特
命
事
項

の
内
容
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
市
税
、
国
保
税

の
滞
納
削
減
に
関
す
る
現
状
把

握
、
調
査
研
究
、
対
応
策
の
整
理

及
び
報
告
な
ど
。

質
問
保
険
税
な
ど
県
広
域
化
へ

向
け
た
参
事
監
配
置
だ
と
思
う
が

令
和
６
年
度
へ
向
け
た
参
事
監
配

置
計
画
を
伺
う
。

副
市
長
2
月
1
日
に
人
事
異
動

を
行
っ
た
。
4
月
1
日
定
期
人
事

に
向
け
た
暫
定
期
間
の
特
命
事
項
。

質
問
参
事
監
配
置
は
広
域
化
へ

向
け
た
配
置
な
の
か
。

副
市
長
令
和
３
年
度
以
降
の
人

事
体
制
に
つ
い
て
具
体
的
な
プ
ラ

ン
は
持
っ
て
い
な
い
。

質
問
特
命
の
重
要
性
を
伺
う
。

副
市
長
高
い
視
点
か
ら
問
題
整

理
を
行
う
た
め
配
置
。

参
事
監
人
事
の
真
相
に
つ
い
て

質
問
な
ぜ
２
月
に
行
っ
た
の
か

副
市
長
令
和
２
年
度
予
算
調
整

で
不
適
切
な
対
応
が
あ
っ
た
。

質
問
こ
れ
で
重
要
な
参
事
監
配

置
と
い
え
る
の
か
。

副
市
長
人
事
に
つ
い
て
個
別
具

体
的
な
言
及
は
控
え
た
い
。

質
問
令
和
２
年
２
月
１
日
の
参

事
監
人
事
の
真
相
を
伺
う
。

副
市
長
自
治
会
事
務
委
託
料
に

係
る
令
和
2
年
度
予
算
調
整
に
お

い
て
不
適
切
な
対
応
が
あ
っ
た
。

質
問
担
当
部
長
が
し
っ
か
り
と

自
治
会
事
務
委
託
料
を
予
算
要
求

し
た
の
に
内
示
で
全
額
0
査
定
、

保
留
と
し
た
の
は
事
実
か
。

副
市
長
保
留
は
重
要
な
課
題
が

あ
る
の
で
復
活
要
求
に
あ
た
っ
て

市
長
、
副
市
長
と
方
向
性
を
確
認

し
復
活
要
求
に
臨
む
た
め
。
ゼ
ロ

表
記
は
シ
ス
テ
ム
上
の
入
力
。

質
問
復
活
要
求
の
調
整
で
副
市

長
は
ゼ
ロ
表
記
に
対
し
て
担
当
部

長
に
対
し
て
「
こ
れ
で
い
い
で
す

か
」
の
一
言
で
終
り
、
そ
の
後
、

担
当
部
署
に
直
接
連
絡
を
入
れ
て

「
担
当
部
長
に
相
談
せ
ず
に
担
当

課
で
必
要
性
を
考
え
て
上
げ
て
」

と
言
っ
た
の
は
事
実
で
す
か
。

副
市
長
重
要
な
意
思
決
定
過
程

に
係
る
案
件
に
つ
い
て
発
言
は
控

え
た
い
。

質
問
シ
ス
テ
ム
上
、
ゼ
ロ
表
記

保
留
の
話
で
は
な
か
っ
た
。

財
政
課
長
シ
ス
テ
ム
上
で
す
。

Z
ゼ ロ

ERO

新垣　繁人豊見城市のトップリーダーとして
本当にこれで良いのか伺います

一 般 質 問

令和２年５月11日（月）、全会派からの要望をまとめ、緊急経済対策の38項目について、市長へ要望しました。
1 新型コロナウイルス感染対策として医療に従事する方の支援策として、市独自の市内宿泊施
設の確保・提供による支援策を講じること。

2 特にPCR検査支援として、医師会や医療機関からの要請に応じた公共施設等の貸与について
率先した支援策を講じること。

3
新型コロナウイルス感染症予防について、市として取り組める可能な限りの予防策（特に、
外出自粛要請・衛生用品の調達や提供・公共施設の衛生管理・救急搬送等消防体制の強化・
医療機関の支援）を講じること。

4 社会的要請の強い医療・介護・保育等の各事業者におけるマスクや防護服の調達支援につい
ては、小規模な施設においても取りこぼしを生じさせないような支援策を講じること。

5 コロナ対策としての休校期間中における学校給食費の取り扱いについては、準要保護世帯へ
の学校給食費相当分の補助支援を講じること。

6 市立学校及び市内全就学前児童施設における再開後の給食費の無償化を行い、令和２年中に
おいて家計支援対策を講じること。

7 特別定額給付金の市民一人当たり10万円の給付については、最大限の迅速かつ簡便な支給
策を講じること。

8 新型コロナウイルス感染症問題により生じた生計難にある家庭に対する支援を取りこぼさな
い、効果的な支援策を講じること。

9 65歳以上の高齢者のいる世帯に対して、一律５千円の臨時給付金（地域活性化応援事業）
を創設するなどの支援策を講じること。

10 豊見城市社会福祉協議会を窓口としている生活困窮のための貸付制度を給付制度へ移行するよう沖縄県に要請すること。
11 家計や事業所等への支援策として、有料ごみ袋の一定期間無償提供を行う等の万遍かつ具体的効果が実感できる支援策を講じること。
12 学校再開後も収束が明らかになる一定期間まで給食費の無償化等を行い、子育て支援策を講じること。
13 小中学校休校と保護者の就労等の関係で不安が生じる児童・生徒の居場所確保や学童運営等の支援含め最大限の行政努力を講じること。
14 義務教育卒業後の高等学校在学生はもとより、予備校生、通信教育学生、未就学者等のすべての18歳未満の支援についても取りこぼしが生じないような支援策を講じること。

15
文科省「GIGAスクール構想加速による学びの保障」ひとり一台端末整備の前倒し、オンラ
イン授業に対応できる予算措置、授業日数確保、人員配置等、最大限の学力強化策を講じる
こと。

16
感染対策による休校に伴い、学力低下が懸念されることに対する支援策として、GIGAスクー
ル事業を段階的に取り組むことと、特に受験を控える中学３年生を対象とした当該事業の一
環にあるオンライン授業を早急に実施する学力支援策を講じること。

17 小中学校の再開後において、児童生徒やその保護者に罹患事案の発生を想定した休校等実施基準を明確化し事前周知策を講じること。
18 コロナ対策中に伴う休館中の豊見城中央図書館においても、予約制度を導入するなどの図書の貸し出しを感染症対策と並行しながら学力等支援等策を講じること。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
並びに緊急経済対策に関する要望書並びに緊急経済対策に関する要望書

19 新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金制度についてはもとより、その雇用主に対する制度の啓発周知策を講じること。
20 雇用調整助成金について、助成額の割合は10分の10の支給を国に対して求める措置を講じること。
21 雇用調整助成金の申請支援として、申請代行報酬に対する自己負担分の費用の全額補助を行う等の支援策を講じること。

22
産業支援及び雇用の支援策として実施予定の中小企業応援事業（仮称）について、沖縄県セー
フティーネット融資事業のみならず、公庫等全ての経営安定関連保証制度に拡充するなど、
公平かつ効果的な経済対策を講じること。

23
売上高の昨年度比減少率が算出できない開業後間もない事業者や、設備投資、規模の拡大等
を実施した事業者に対する支援について、様々な観点から取りこぼしが生じないような経営
支援策を講じること。

24 自粛に伴い維持が困難となっている飲食店などへの家賃補助等の支援策を講じること。
25 本市の基幹産業である農水産業に対する支援策として、公的機関における買い取りを積極的に行うことや、新たな販路開拓を後押しする支援策を講じること。
26 感染不安や経済不安に対して市民からの相談をワンストップで受けられる体制を整備し、SNSや市のホームページを活用しながら制度活用の斡旋や丁寧な手続き支援策を講じること。
27 市内事業者に対する相談窓口には、社労士・経営診断士・税理士等の専門家を配置し、融資・助成・補助等の制度活用に向けたきめ細かい支援策を講じること。
28 新型コロナウイルス感染症問題により生じた生計難にある場合は国民健康保険手帳の留め置きを実施しないなどの緩和策を講じること。
29 新型コロナウイルス感染症対策として市が最大限支援できる租税公課、水道料金、使用料等に対する減免・猶予策を講じること。
30 市発注工事等の概算払いの率拡大を検討すること。
31 妊婦や持病のある市役所職員については自宅待機とする対応をとること。
32 不急の事業についての見直しを行うこと。
33 各種団体より受けた要請等検討結果の回答を早急に行うこと。
34 収入が激減し、経営難に陥っている事業者への更なる支援を国や県に求めること。
35 就学前児童施設における保育料や給食費の減免補助の実施が家庭保育・登園自粛に強く関係することに鑑み、市独自の支援策を講じること。
36 医療従事者等社会的要請の強い就労者への支援となる認可保育園、こども園等就学前児童施設に対する支援含め最大限の施策を講じること。
37 認可外保育所に対しても、認可同様の手厚い支援策を講じること。
38 家庭内で過ごす時間が増加傾向にあることを踏まえ、子どもの虐待や家庭内DV被害の防止対策、相談及び通報体制強化を図ること。
※当該事項は、順不同であり、全て同列の要望事項でありますこと申し添えいたします。
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豊見城市議会 検索市議会の詳しい情報は、豊見城市議会のホームページをご覧ください。

　議会だより189号（令和２年３月５日発行）にて、実施しましたアンケートについて、多くの皆様からご
協力いただいた結果を抜粋し掲載いたします。回答件数：45～50件（設問ごとの任意回答）のご回答をい
ただきました。皆様、ご協力ありがとうございました。アンケート結果については、今後のとみぐすく市議
会だよりの読みやすい紙面づくりに活用させていただきます。

アンケート内容 アンケート結果

年代  30・40代で半分を占めていますが、10・20代は約１割のため、今後は
若年層にもより読まれる紙面づくりを目指します。

何で読みますか（複数選択可）  各世帯に配布されている紙媒体（98％）を読んでいることがわかりました。
今後は、スマートフォン等でも読まれるよう情報発信に努めていきます。

よく読むページはどこですか
（複数選択可）

 「一般質問（約89％）」「議案の内容・結果（約67％）」「議案への各議員
の賛否（49％）」がありました。今後は、さらなる内容充実を追求してい
きます。

紙面を読みやすくするにはどう
したらいいと思いますか
（複数選択可）

 「文字を少なく、内容を簡潔に」（40％）、「写真を多く掲載」（約37％）、「文
字を大きく」、「フルカラー」（約24％）がありました。今後の紙面づくり
に活かしていきます。

自由記載（21件）
ご　意　見 回　　　答

市道〇〇号線がわからない。

議会の傍聴に行こうと思った。
議会だよりに様子も上げるべ
き。

議員の賛否一覧、一般質問　市
政を問うの各議員の会派名を入
れてほしい。

今回から採用しています。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本会議・委
員会の傍聴はお控えくださいますようお願いいたします。
　なお、本会議の様子は、議会インターネット中継よりご
覧いただけます。
　現在、本市議会では、新型コロナウイルス感染症対策を
引き続き実施するため、極力、傍聴をご遠慮願うこととし
ております。
　どうしても傍聴を希望される場合は、議会運営委員会申
し合わせ事項「豊見城市議会における新型コロナウイルス
感染症対策の徹底について」を十分ご理解いただきますよ
うお願いいたします。
※ 申し合わせ事項については、随時変更する場合がありま
すので、豊見城市議会ホームページをご確認ください。

　３月定例会の傍聴人数は
　　　79人でした。

世界を脅かす新型コロナウイルスの影響で全国的に暮らし・経
済にかなりの影響受けております。ここ沖縄県も非常事態宣
言は解除されましたが、まだまだ完全なる終息ではありませ
んので、引き続き緊張感を持ったコロナ対策のほど宜しくお
願い致します。そして最前線で活躍される医療従事者・看護師・
介護士・保育士等の皆様には心から感謝申し上げます！さて、
この国難と言われている状況の中で子供達の笑顔・市民の暮ら
しを取り戻す為、本市も市独自の緊急対策予算を講じました。
ただこれから第二波・第三波も懸念される中で早め早めの新
たな対策・支援策を講じてまいりますので、コロナにかから
ない体制を市民の皆様にはお願い申し上げます！新型コロナ
に負けない！！　　　　　　　　　　　　　　　（宜保 龍平）

議会だより調査特別委員会
【委員長】新垣亜矢子　　【副委員長】川満 玄治
【委　員】仲田 政美　　新垣 龍治　　伊敷 光寿　　宜保 龍平

とみぐすく議会だよりアンケート集計結果についてとみぐすく議会だよりアンケート集計結果について

議会の傍聴について 編 集 後 記
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クリック

議会中継

豊見城市議会中継 検索

豊見城市路線網図 検索 豊見城市のHPから
閲覧できます。

豊見城市議会インターネット中
継（生中継、録画中継）で実際
の映像を閲覧できます。



Kokusai Printing Co., Ltd. 40th Anniversary

皆様とともに、感謝とともに、おかげさまで40年

想いをカタチに。
「大切な想い」をカタチに

コミュニケーションを支える印刷、

私たちにお任せください。

学術誌　会社案内　記念誌　ポスター　チラシ　パンフレット　DM　伝票

〒901-0147  沖縄県那覇市宮城１-13-9
Tel 098-857-3385 Fax 098-857-3892

［本 社］ 
〒905-0021 沖縄県名護市東江4-7-27  302
Tel 0980-43-6555　Fax 0980-43-6550

［北部営業所］ 
〒901-0235  沖縄県豊見城市字名嘉地67-1
Tel 098-857-8376 　

［南部営業所］ 

総合印刷　デザイン制作　企画編集

Kokusai Printing

ご縁を大切に　想いを形に

株式会社Green沖縄
グリーン訪問看護ステーショングリーン訪問看護ステーション

←古波蔵
↑
長
嶺
小
学
校

良
長
園
●

国場十字路

津嘉山十字路

丸亀製麺●

ローソン 
●

●サンエー
  つかざんシティー

●津嘉山自動車
学校

●
　　南部農林高校

長堂■
金良

与那原→

〒901-0204　沖縄県豊見城市字金良 77ー 1
TEL.098-996-4827　FAX.098-996-4837

グリーン訪問看護ステーションの３つの特徴
① 経験豊富な専門スタッフ　② いつでもどこでも相談可能　
③ 24時間対応します
何でもお気軽にご相談下さい！

ずっ～と家で過ごしたい。
自分らしく、穏やかな生活を送るためのお手伝い　グリーン訪問看護ステーションはあなたをサポートします。
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グリーン
訪問看護ステーション

任せて安心・社会保険労務士は企業の頼れるアドバイザー
新型コロナに負けない為にも、 貴方をサポートします。

さかえ労務管理事務所

〒901-0241  沖縄県豊見城市字豊見城324-２（１F）TEL.098-850-8616  FAX.098-850-8612

業務内容
■ 労働保険・社会保険　■ 各種助成金　■ 給与計算　■ 就業規則
■ 年金請求　■ 労務管理相談　■ 経営者の労災加入　

ご面倒な手続き・経費節減は、アウトソーシングで。

［【厚生労働省認可】労働保険事務組合・沖縄労働社会保険協会］

URL http://www.syarousi110.com/
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〒901-0231  沖縄県豊見城市字我那覇506番地
TEL.098-850-2233(代) FAX.098-850-3506

E-mail:n-auto52@water.ocn.ne.jp

自動車の事ならなんでも、 軽自動車から大型車両まで…
車検・鈑金塗装のトータルサポート。

新車・中古車販売！全メーカー取り扱い　ローン・リースOK！

㈲仲村自動車整備工場
民 間 車 検 場  　 沖 指 第 5 2 号  認 証 8 4 9
車検･一般整備･板金塗装･任意保険･新車･中古車販売/現金･オートローン･リース

http://www.nakamurajidousya.com

車のことなら私たちにおまかせください！
私たちはお客様の安心・安全なカーライフのために、車に関するあらゆるご相談にお応えします。
これからも信頼されるカーアドバイザーであるよう、技術力とサービスの向上を目指してまいります。

自動車の事ならなんでも、 軽自動車から大型車両まで…
車検・鈑金塗装のトータルサポート。

車のことなら私たちにおまかせください！
私たちはお客様の安心・安全なカーライフのために、車に関するあらゆるご相談にお応えしま
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３月定例会

6月定例会６月9日開会
会期日程は、決定次第ホームページに掲載します。
詳しくは、議会事務局（TEL. O98-850-0025）
までお問い合わせください。
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